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本研究は、小学校校内研修としての授業研究事後協議会（以下、協議会）における教師

たちの学習について、学校内教師文化の影響や、長期的な授業に対する認識の変化、授業

での実践化過程に着目して検討することで、協同的な省察場面を通した教師の学習過程と

それに関わる要因を明らかにすることを目的とした、全４部９章からなる。 

第Ⅰ部第１章では、教師の学習に関する先行研究について、近年の東アジアを含めた国

際的な展開や、隆盛する授業研究を対象とした研究を含めるため、2000 年以降の教師の学

習研究を対象に、授業経験の省察による学習、省察を支える学校内の文脈、長期的な成長

過程の 3 視点からレビューを行った。結果、授業理念や授業を見る視点が教師の学習に与

える影響の解明と、授業研究を通した同僚性の形成を実証的に明らかにする必要性と、日

本における教師の学習研究の必要性が課題として示された。その課題を受け、本研究では、

日本の小学校における協同的な省察場面として、協議会談話を検討することで、現職教師

たちが授業を見る視点や授業理念を媒介にして授業を協同的に省察し授業実践を変化させ

る過程を明らかにすることを目的とした。さらに、協議会における協同的な省察場面を検

討するために、本研究の理論的枠組を先行研究より構築した。協議会の中で、教師たちが

同僚の実践の表象を再文脈化し、学校内教師文化としての授業理念や授業を見る視点を学

習し、授業実践や授業を見る視点を変化させ、協議会を通して学習すると共に、同僚性を

形成する過程に関するモデルが示された。このモデルに基づき、具体的・実証的に明らか

にすべき点を検討し研究対象とした。 



 
 

第２章では、本研究の方法論および、データ収集方法を検討した。質問紙調査法と観察

や面接による事例研究のマルチメソッドを採用した。質問紙によって、全国の小学校教師

の授業研究に対する認識を検討し、その結果により事例校を位置づけて検討するためであ

る。本研究の条件に適する学校を検討した結果、5 年以上継続して授業研究を行っている

公立小学校 1 校の協力を得た。協力校では、協議会を重視し、子どもの事実から学ぼうと

している点で、協同的な省察が協議会でなされていると考えられた。事例研究にあたり、

複数種類のデータを用いたトライアンギュレーションを行った。 

 第Ⅱ部第３章では、協議会の実施と教師間の学び合う関係としての同僚性構築との関係

を明らかにするため、小学校研究主任を対象とした授業研究の実施状況と授業研究に対す

る認識を尋ねる質問紙調査を行った。241 校分のデータについて Amos5.0 を用いた構造方

程式モデルによる分析の結果、授業研究の効果認識として、「子どもを見る目が広がった」

が「同僚と良い学校をつくる意欲が向上した」の得点に正の予測をすることが明らかにな

った。一方、協議会で子どもの様子について話すことは、「同僚と良い学校をつくる意欲が

向上した」を直接には予測しないことが明らかになった。この結果より、協議会で子ども

の様子を話すことに加え、子どもを見る視点の広がりの認識が生じることによってはじめ

て、同僚と協働する意識が向上することが示唆された。 

 第４章では、教師が授業研究を通して学習していると考えられる小学校について、協議

会における学校内教師文化が教師の学習に与える影響を明らかにするため、協議会談話お

よび直後再生課題結果と、参加教師の教職経験年数および学校在籍年数との相関を検討し

た。結果、教職経験年数の長さと、授業の出来事の解釈や代案提示とに正の強い相関があ

るが、他教師による再生とは相関がないこと、一方、学校在籍年数の長さと、授業の問題

や可能性の提示との正の強い相関があり、また、他教師による再生、特に授業の問題や可

能性の提示、代案提示の再生と正の強い相関があることが明らかになった。この結果より、

教職経験年数の長い教師は、豊富な実践的知識に基づいて協議会で発言していること、ま

た、学校在籍年数の長い教師による協議会での発言を通して、協力校の学校内教師文化と

しての授業を見る視点や授業理念を教師たちが共有・再共有していることが考察された。 

 第５章では、協議会で教師が他者の実践の表象をどのように再文脈化するかを検討した。

協議会の談話と協議会の特定場面における教師の振り返りインタビューから、授業者と非

授業者の研究授業に対する問題表象過程を比較検討した結果、授業者は自身の課題意識に

基づいて他者の発言を解釈し、非授業者は観察事実に基づいて解釈していることが明らか



 
 

になった。また、同じく特定の協議会における非授業者間の問題表象過程を比較検討した

結果、協議会で教師が観察事実や協力校の授業理念に即した問題枠組に基づいて他者の実

践の表象を解釈していることが明らかになった。この結果について、授業理念に即した問

題枠組は、教師の執筆した研究紀要から授業理念により形成した教師の課題意識であるこ

とが考察され、協議会で教師が他者の実践の表象に対し、観察事実や課題意識、実践的知

識を用いて解釈することが示唆された。 

 第Ⅲ部第６章では、協同的な省察場面を通して、教師たちが自身の授業を見る視点を変

化させる過程を明らかにするため、同一校で 2 年以上授業研究に携わった経験について、

毎年度発行の研究紀要を手がかりに教師たちが語ったインタビュー記録に対し M-GTA を

用いて分析した。結果、計 7 名の教師の語りから 12 概念が抽出され、＜授業研究への参

入カテゴリー＞、＜授業実践の表象化カテゴリー＞、＜授業での実践化カテゴリー＞、＜

授業研究に対する理解カテゴリー＞の計 4 カテゴリーにまとめられた。各カテゴリー間、

概念間の関係を、具体的な語りを元に関連づけた結果、協力校において、授業研究を通じ

他者の言葉や授業を媒介に省察と実践化を繰り返すことで、授業理念に理解を深めると共

に、授業を見る視点が変化する過程や、授業研究を理解していく過程で心理的負担が軽減

される過程が具体的に明らかになった。 

 第７章では、協議会における協同的な省察場面を通して、教師が授業を変化させる過程

を明らかにするために、音楽科教師の授業研究会を含む 1 単元の授業について、授業記録

や協議会記録、インタビュー記録を検討した。個人省察と協議会による授業の変化過程を

比較検討した。さらに、協議会で授業実践の変化を促した他者の発言と促さなかった発言

を比較した。その結果、他者の発言によって授業者の認識するジレンマが、代案提示可能

な問題表象に変化することで、授業者が次時の授業を変化させる過程が具体的に明らかに

なった。この結果について、授業者の研究紀要の記述から、授業者の課題意識によって生

じたジレンマであること、また、ジレンマを解消する契機となった他者の実践の表象も、

授業者の課題意識に即していたことが考察された。 

 第８章では、授業研究を通して形成された教師の実践的知識について検討するため、国

語科の授業研究に取り組む小学校教師の説明文読解と物語文読解に関して 6 本の授業のビ

デオ記録を振り返った語りをオープンコーディングにより分析し、説明文読解と物語文読

解の実践的知識を比較検討した。その結果、共通点として話し合いが授業過程で重要な要

素となっていること、差異として教師の想定する話し合いによる学習過程が異なる点が明



 
 

らかになった。この結果について、授業過程で話し合いを重視することは、協力校の授業

理念や授業を見る視点の影響を受けたためであり、この教師の課題意識に基づいて実践的

知識が形成されていることが考察された。 

第Ⅳ部第９章では、第Ⅱ部、第Ⅲ部の研究を受け、第１章で示された、協議会を通した

教師の協同的な省察場面を通した学習過程モデルを発展させた。第１章のモデルに対して、

学校内教師文化としての授業理念や授業を見る視点が、学校在籍年数の長い教師の発言を

通して共有されること、教師が研究授業の観察事実や実践的知識、課題意識に基づいて他

者の発言を解釈すること、課題意識が授業理念に即して形成されること、授業研究への理

解を深めることでの心理的負担の軽減や、課題意識によって生じたジレンマの解消による

授業での実践化、その結果による知識形成といった要素とその関連が加えられた。これら

の結果から、転任制度のある日本において、協同的な省察場面を通して教師が学校内教師

文化としての授業理念や授業を見る視点を個人的に理解し、教師自身の課題意識と結びつ

けて複数年にわたる授業研究に対し自律的に取り組むことで、学校内教師文化が維持・発

展することが考察された。また、授業研究を通した同僚性の形成について、教師間で目指

す授業理念や授業を見る視点を共有することによって、日常的な教師同士の授業に関する

話し合いで互いの授業を直接観察しなくても、授業の出来事や問題について共通理解を構

築しやすくなることが考察された。 

本研究による教師の学習過程研究への理論的意義として、協同的な省察場面において教

師の課題意識という内的要因が他者の発言の解釈に関わること、特定の学校の文脈を前提

とした教師の発達の検討の必要性が挙げられた。また、授業研究を対象とした研究に対す

る意義として、各教師が授業研究を通して授業を見る視点が変化することで、同僚との協

働意識が高まる過程がモデル化された点がある。最後に、授業研究への実践的示唆として、

教師個人の授業理念に対する理解に基づいた課題意識の重要性や、心理的負担の軽減のた

めに、授業理念への理解を支援することが指摘できる。 

 今後の課題として、学校間比較や同一校の継続調査による教師の授業理念や授業を見る

視点の内容や変化過程、一年間の中での時期的な変動の検討、さらに、協議会で呼ぶ学校

外の講師による影響について実証的に検討する必要が挙げられた。 


